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当院で妊娠分娩管理を行った患者さんの情報を 

研究に利用することについてのお知らせ 

 

小倉医療センターでは、下記の臨床研究を実施しております。本研究に関するご質問等が

ありましたら下記の[当院の問い合わせ窓口]までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、当該研究に検体・カルテ情報が用いられることについて患者さんもしくは患者さん

の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の当院の問い

合わせ窓口までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありませ

ん。 

 

 

[研究課題名] 当院の精神的・社会的ハイリスク妊娠の管理体制の有用性について、後方視

的に検討する。 

 

[当院の研究責任者]産婦人科 北川麻里江 

[研究の背景] 

当院は精神科病床を有する周産期母子医療センターであり、入院を要する精神疾患合併妊

娠の診療を行っています。当院では 2018 年にハイリスク周産期チームを発足し、自治体

の保健師や様々な連携機関と情報共有を行い、患者さんに必要な社会的支援の検討をして

います。 

[研究の目的] 

支援の検討内容やその後の支援がどのように活用されたかを検討します。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 

2018 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日の間に当院で妊娠分娩管理を行った方 

●研究期間：西暦 2023 年 3 月 16 日から西暦 2026 年 12 月 31 日 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：年齢、臨床症状、分娩時の状況、分娩後の児の状況 

●検体や情報の管理 

検体や情報は当院のみで利用します。 
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[研究組織] 

この研究は、当院のみで実施されます。 

 [個人情報の取扱い] 

 検体や情報には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個

人を直ちに判別できるような情報は削除します。また、研究成果は学術集会や学術誌で

発表されますが、その際も個人を直ちに判別できるような情報は利用しません。検体や

情報は、当院の研究責任者が責任をもって適切に管理いたします。 

[当院の問い合わせ窓口] 

国立病院機構小倉医療センター 

産婦人科 北川麻里江 

〒802-8533 北九州市小倉南区春ヶ丘 10 番 1 号 

電話 093-921-8881 


